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	附議案件
	教育長報告

議案第24号　日田市教育委員会職員職名規則の一部改正について
議案第25号　日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について
議案第26号　日田市立小中学校評議員の委嘱について
協議事項　　 日田市民文化振興基金実行委員会委員の推薦について
報告事項　   報告第4号　 寄附採納報告（平成19年3月期分）
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	　開会の挨拶

　平成19年4月1日付け人事異動に伴う新参与を紹介する。
　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育長報告　4月11日に行われた会計検査院の会計実地検査の結果について報告する。対象年度は、市町村合併前の平成15年度から平成17年度までで、対象事業は、豆田の伝統的建造物群保存地区に関する補助金など4事業であった。国庫補助金の目的外使用や不正使用を検査するもので、人権教育総合推進地域事業で軽微な指摘があったが、全体としては何ら問題のなかったところである。次に、平成19年度から新事業である特別支援教育活動サポート事業の補助職員の採用結果について報告する。ハローワークや市報をとおして募集したところ12名の応募があった。4月19日に面接を行い、教育免許を持った男性1名女性1名の2名の採用を決定した。現在　配属する学校の選定を行っているところである。
最後に、市職員名簿等の情報流出事件の経過についてある。概要については、4月20日に開催した臨時教育委員会会議で報告したが、経過については、現在のところ、然したる影響は出ていないところである。
議案第24号「日田市教育委員会職員職名規則の一部改正について」及び議案第25号「日田市教育委員会文書取扱規定の一部改正について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
議案第24号は、地方自治法の改正に伴うもので、改正前の地方自治法は、地方公共団体の職員を「吏員」という用語で規定していたが、今回の改正で「吏員」が「職員」という用語に改正された。また「吏員」と「その他の職員」の区分も合わせて廃止されたので、日田市教育委員会職員職名規則の一部改正を行うものである。第1条の改正は、第2条で身分上の名称である吏員」及び「その他の職員」という名称を削除するので、「身分上及び」の部分を削るものである。改正前の第3条は、職務上の名称で、吏員をもって充てる職務上の名称を教育次長から主査までとしていたが、改正後は第3条を第2条とし、吏員という名称がなくなったので、職員の職務上の名称をすべて記載したものである。改正前の第4条についても、地方自治法の改正に伴い、区分をする必要がない名称となったので　今回　別表を含め削るものである。

　議案第25号も議案第24号と同様に、地方自治法の改正に伴うもので、市町村に助役に変えて、副市長を置くことになり、日田市の条例も改正されたので、助役を副市長に改正するものである。

説明のあった議案第24号「日田市教育委員会職員職名規則の一部改正について」及び議案第25号「日田市教育委員会文書取扱規定の一部改正について」意見を求める。
吏員という言葉は、今後は、国全体で使わないということか。
その通りである。
　議案第24号「日田市教育委員会職員職名規則の一部改正について」及び議案第25号「日田市教育委員会文書取扱規定の一部改正について」他に意見がなければ、両議案は原案のとおり決することとする。

（議案第24号・議案第25号　議決）

議案第26号「日田市立小中学校評議員の委嘱について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
日田市立小中学校管理規則第19条の3第2項の規定に基づき、学校長の推薦により学校評議員を委嘱するものである。各校5名以内で、任期は1年である。馬原小学校で1名、南部中学校で2名が空席となっているが、決定次第　教育委員会会議で報告したい。

説明のあった議案第26号「日田市立小中学校評議員の委嘱について」意見を求める。
評議員の中に、育友会代表のいない学校があるが、学校と地域の連携が言われている中で、不都合が生じることはないのか。
評議員については、専門的な知識と見識を持った者を推薦することとなっている。育友会については日頃から深い繋がりがあり、また、育友会員子どもが在校していることが多いため、学校内部の意見になりがちである。そういった関係から、育友会代表の評議員が選出されていない場合もあるところである。
評議員の中に、児童委員が選出されていない学校があるが、大丈夫か。

評議員については、校長に依頼しており学校の運営上、必要な者を評議員に選出していると考えている。

学校評議員会は、どういったことを話し合っているのか。

評議員であって評議員会でないが、基本的には、校長が評議員から学校運営に関しての意見や評価を求めるものである。しかしながら、平成18年度の例では、すべての学校で評議員会が設置されており、学校経営方針、学校の現状、子どもの安全確保、生徒の進路状況等について議論が行われているところである。
学校推薦の評議員は、色んな人がいるがどういった基準で選出されているのか。

推薦にあたっては、日田市立小中学校評議員設置要綱により、できる限り巾広い分野から教育に関する理解及び識見を有する者から、選考して推薦するとしているので、この基準に従っての推薦と考えている。

一般的には、自治会、育友会、民生児童委員から選出されているが、赤石小学校のように学校推薦の評議員が3名選出されている学校もある。学校推薦の基準が何かあるのか、それとも校長の自由裁量なのか。
学校推薦については、校長の裁量である。
旧町村は、学校推薦が多いが人材が不足しているというようなことがあるのか。

旧町村については、役職が重なり非常に多忙ということで、学校評議員としての活動ができないというよう面もあり、そのため学校推薦が多くなるという点も否めないところである。

議案第26号「日田市立小中学校評議員の委嘱について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第26号　議決）

　協議事項について説明を担当課長に指示する。
日田市民文化振興基金実行委員会委員の推薦について説明する。
　日田市民文化振興基金実行委員会委員に髙倉委員を推薦することに決定する。

報告第4号「寄附採納報告（平成19年3月期分）」の報告を指示する。

　
3月期分の寄附採納状況について報告する。

　
各課報告を指示する。

　
文部科学省実施の全国学力・学習状況調査及び川開き観光祭音楽大パレードについて報告する。
埋蔵文化財発掘調査速報展の開催について報告する。
　日時　平成19年5月25日（金）～6月29日（金）

　場所　日田市埋蔵文化財センター

こどもの読書週間について報告する。
定例教育委員会会議の日程について

平成19年5月期定例教育委員会会議

日　時　　平成19年5月28日（月）　午後1時30分～

　　　場　所　　市役所別館2階　会議室

　
　新参与が各所管事項について抱負を述べる。

委員会の終了を告げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委員会終了時刻　午後2時30分
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